
め

Ｅ
Ｖ
開
発
効
率
化
、海
外
勢
に
対
抗

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
７
社
は
各
社
の
特
徴
を
持
ち
寄
り
、
海
外
勢
な
ど
に
比
べ
て
商
品
化
で
出
遅
れ
て
い
る
電
気

自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
の
開
発
を
効
率
を
高
め
な
が
ら
加
速
す
る
。
車
の
タ
イ
プ
や
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
使
え
る
基
盤

の
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
各
社
が
個
別
に
手
が
け
る
商
品
の
開
発
か
ら
生
産
ま
で
の
効
率
を
高
め
る
狙
い
。
「
伸

問
づ
く
り
」
を
テ
コ
に
、
巻
き
返
し
を
狙
う
。

（
１
面
参
照
）

EVを巡る競争は激しい

マツダ

デンソー スズキ  スバル

日野  ダイハツ

技術開発連含

実業種も口・・

ダイソン  酪

連
合
を
主
導
す
る
ト
ヨ
タ

は
‐８
日
、
２
０
２
０
年
以
降

に
中
国
を
は
じ
め
日
米
欧
、

イ
ン
ド
に
１０
車
種
以
上
の
Ｅ

Ｖ
を
投
入
す
る
と
発
表
し

た
。

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車

（
Ｈ

Ｖ
）
や
燃
料
電
池
車

（
Ｆ
Ｃ

Ｖ
）
を
含
め
て
３０
年
に
５
５

０
万
台
以
■
の
電
動
車
を
販

売
す
る
計
画
を
表
明
。
Ｅ
Ｖ

に
慎
重
姿
勢
だ

っ
た
ト
ヨ
タ

が
世
界
の

「
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
」

に
対
応
す
る
準
備
も
急
ぐ
。

し
か
し
ト
ヨ
タ
は
現
在
、

Ｅ
Ｖ
を
発
売
し
て
い
な
い
。

近
い
将
来
、
Ｅ
Ｖ
市
場
が
飛

躍
的
に
拡
大
す
る
可
能
性
は

低
い
と
み
る
。
た
だ
米
中
で

は
排
ガ
ス
ゼ

ロ
車
の

一
定
の

販
売
や
生
産
を
義
務
付
け
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
電
動
車
は

Ｅ
Ｖ
に
絞
ら
ず
Ｈ
Ｖ
や
Ｆ
Ｃ

Ｖ
を
合
む
全
方
位
戦
略
を
続

け
る
。
経
営
資
源
を
有
効
に

使
う
た
め
に
も
、
多
様
な
技

術
者
が
集
ま
り
効
率
的
に
Ｅ

Ｖ
を

開
発
す
る
利
点
は
あ

る
。一

方
で
ス
ズ
キ
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｕ

（
ス
バ
ル
）
、
日
野

自
動
車
、
ダ
イ

ハ
ツ
エ
業
も

Ｅ
Ｖ
は
ほ
と
ん
ど
商
品
化
し

て
お
ら
ず
、
開
発
は
急
務
だ
。

自
動
運
転
や

つ
な
が
る
車

大規模投資
の計画

０
い

「
【

伎

堵

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
）
な

ど
次
世
代
技
術
の
開
発
費
が

宝
く
な

っ
て
い
る
。
各
社
と

も
共
通
で
使
え
る
Ｅ
Ｖ
の
基

盤
技
術
は
共
同
開
発
し
な
る

べ
く
負
担
を
抑
え
た
い
の
が

本
音
だ
。

世
界
を
み
る
と
既
に
競
合

は
Ｅ
Ｖ
の
販
売

で
先
行

す

る
。
世
界
最
大
の
Ｅ
Ｖ
市
場

で
あ
る
中
国
で
は
、
比
亜
迪

（
Ｂ
Ｙ
Ｄ
）
な
ど
現
地
メ
ー

カ
ー
が
車
体
価
格
１
０
０
万

円
台
の
Ｅ
Ｖ
を
販
売
す
る
。

高
級
Ｅ
Ｖ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
築

い
た
米
テ
ス
ラ
は
７
月
、
同

社
で
初
の
量
産
型
Ｅ
Ｖ

「
モ

デ
ル
３
」
の
出
荷
を
始
め
た
。

資
金
力
を
持

つ
独
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
（
Ｖ
Ｗ
）
や
、

米
ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー
タ
ー
ズ

（
Ｇ
Ｍ
）
な
ど
世
界
大
手
も

２０
年
代
前
半
に
か
け
て
Ｅ
Ｖ

の
量
産
に
入
る
。
ト
ヨ
タ
の

連
合
づ
く
り
は
、
こ
う
し
た

逼
迫
し
た
背
景
が
あ
る
。

ト
ヨ
タ
は
‐２
月
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
と
車
載
用
電
池
の
開

発
や
生
産
で
提
携
し
た
。
今

後
は
Ｅ
Ｖ
に
向
く
角
形
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
安
全
性

や
電
池
容
長
が
格
段
に
増
す

全
団
体
電
池
な
ど
次
世
代
電

池
を
開
発
す
る
。

「
提
携
す

る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
外
販
す
る
考
え
も
あ
る
」

（ト
ヨ
タ
幹
部
）
。
Ｅ
Ｖ
シ

ー

・
エ
ー

・
ス
ピ
リ

ッ
ト
の

知
見
も
電
池
開
発
に
反
映
す

る
。ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
主
要

電
動
車
シ
フ
ト
が
進
み
車
載

向
け
電
池
の
需
要
が
拡
大
す

る
。
富
士
経
済

（東
京

・
中

央
）
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

２
次
電
池
の
材
料
の
世
界
市

場
が
、

２‐
年
に
は
１６
年
比
２

・
１
倍
の
約
２
兆
９
０
０
０

億
円
に
な
る
と
予
測
す
る
。

豪
資
源
会
社
に
２６０
億
円
出
資

豊雷
通
商
Ｅ
Ｖ
電
池
材
料
を
調
達

豊
田
通
商
は
１６
日
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
リ
チ
ウ
ム
資

源
開
発
会
社
、
オ

ロ
コ
ブ
レ

に
２
６
０
億
円
出
資
す
る
と

発
表
し
た
。
出
資
し
た
資
金

な
ど
を
も
と
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
オ
ラ
ロ
ス
塩
湖
で
の
リ

チ
ウ
ム
生
産
能
力
を
２
・
４

倍
に
増
や
す
計
画
。
世
界
で

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
電

動
車

へ
の
シ
フ
ト
が
進
み
、

電
池
の
主
要
材
料
で
あ
る
リ

チ
ウ
ム
の
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
に
対
応
す
る
。

オ
ロ
コ
ブ
レ
は
リ
チ
ウ
ム

な
ど
の
鉱
物
資
源
の
開
発
会

社
。
豊
通
と
は
１２
年
に
リ
チ

ウ
ム
開
発
の
共
同
出
資
会
社

を
立
ち
上
げ
、

１４
年
末
か
ら

は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
オ
ラ
ロ

ス
塩
湖
で
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
の

生
産
を
始
め
て
い
る
。
現
在

の
生
産
能
力
は
年
間
１
万
７

５
０
０

ン
ト
で
、
世
界
の
需
要

の
１
割
に
当
た
る
規
模
だ
。

豊
通
は
第
二
者
割
当
増
資

の
引
き
受
け
な
ど
で
オ

ロ
コ

ブ
レ
の
発
行
済
み
株
式
の
約

‐５
％
を
取
得
す
る
予
定
。

両
社
は
出
資
資
金
な
ど
を

活
用
し
、
総
額
３
１
０
億
円

で
オ
ラ
ロ
ス
塩
湖
で
の
リ
チ

ウ
ム
生
産
能
力
を
拡
張
す

る
。

１８
年
半
ば
ま
で
に
最
終

投
資
判
断
を
行
い
、

１９
年
後

半
か
ら
稼
働
さ
せ
る
計
画
。

最
終
的
に
生
産
能
力
を
従
来

の
２

・
４
倍
の
４
万
２
５
０

０

ン
ト
に
増
や
す
。
こ
れ
ら
の

リ
チ
ウ
ム
は
豊
通
が
独
占
販

売
権
を
持

つ
。

英
仏
政
府
が
４０
年
ま
で
に

ガ
ソ
リ
ン

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

の
販
売
を
禁
止
す
る
方
針
を

打
ち
出
す
な
ど
、
世
界
的
に

部
品
メ
ー
カ
ー
、
ア
イ
シ
ン

精
機
も
Ｅ
Ｖ
シ
ー

・
エ
ー

・

ス
ピ
リ

ッ
ト
に
加
わ
る
意
欲

を
示
す
な
ど
、
連
合
は
広
が

る
可
能
性
が
大
き
い
。

連
合
の
参
加
社
は
い
ず
れ

も
日
本
勢
で
Ｅ
Ｖ
事
業
の
実

績
は
乏
し
い
。
顧
客
の
声
を

聞
き
商
品
の
改
良
を
進
め
る

中
国
勢
な
ど
と

の
差
は
あ

る
。
各
社
が
顧
客
を
引
き
付

け
る
魅
力
的
な
Ｅ
Ｖ
を
出
す

た
め
の
課
題
は
多
い
。

咽径 レ 7
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(算ヽ

モ
ロ
ッ
コ
南
部
に
自
生
す

る

「
ア
ル
ガ
ン
」
。
実
か
ら

取
れ
る
オ
イ
ル
を
米

ハ
リ
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ら
が
ス
キ
ン
ケ

ア
で
愛
用
し
て
い
る
と
の
情

報
が
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

な
ど
で
流
れ
、
約
１０
年
前
か

ら
人
気
に
火
が
付
い
た
。
今

や
米
ア
マ
ゾ
ン
で
４
万
点
の

関
連
商
品
が
販
売
さ
れ
る
ヒ

ッ
ト
商
品
だ
。

自
立
経
済
を
模
索

家
内
工
業
に
よ
る
小
規
模

生
産
だ

っ
た
が
、
大
規
模
な

生
産
組
合
が
次
々
と
誕
生
。

生
産
量
は
現
在
の
年
４
千

ン
ト

か
ら
２
０
２
０
年
に
は
１
万

ン
ト
に
伸
び
る
見
通
し
だ
。
欧

州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
や
米
国
な

ど
５０
ヵ
国
以
上
と
自
由
貿
易

協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
締
結
す

る
同
国
は
１０
億
人
に
の
ぼ
る

を
途
上
国
か
ら
購
入
し
、
途

上
回
は
そ
こ
で
得
た
外
貨
で

先
進
国
か
ら
工
業
製
品
を
輸

入
す
る

「
南
北
貿
易
」
が
エ

ン
ジ
ン
だ

っ
た
。
し
か
し
資

源
価
格
に
依
存
す
る
経
済
は

脆
弱
で
一屋
用
も
不
安
定
。
そ

ん
な
途
上
国
が
自
ら
自
由
貿

易

に
身
を
投

じ
る

こ
と
で

自
立

へ
の
道
を
歩
み
始
め

た
。か

つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
植
民

地
だ

っ
た
モ
ロ
ッ
コ
も
１
次

産
品
の
リ
ン
鉱
石
の
輸
出
国

だ
が
、
今
で
は
自
動
車
産
業

の

一
大
集
積
地
だ
。
仏
自
動

車
大
手
ル
ノ
ー
が
年
約
４０
万

台
を
生
産
し
、
そ
の
大
半
を

欧
州
に
輸
出
す
る
。
急
速
な

Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
の
普
及

も
途
土
国
の
追
い
風
と
な

っ

て
い
る
。

「
市
場
に
行
く
必
要
が
な

い
し
、
値
切
り
交
渉
も
な
く

て
使
利
」
。
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア

で
電
子
商
取
引

（
Ｅ
Ｃ
）
を

利
用
す
る
フ
ォ
ラ
シ
ャ
デ

。

オ
デ
ボ
デ
さ
ん

（
３‐
）
は
こ

う
話
す
。
同
国
で
は
固
定
電

話
よ
り
も
携
帯
電
話
が
普
及

し
、
Ｅ
Ｃ
市
場
が
急
拡
大
す

る
。
同
地
で
展
開
す
る
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
大
手

「
モ
ー
ル

。
フ

ォ
ー

・
ア
フ
リ
カ
」
は
米
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
大
手
の
イ
ー
ベ
イ

と
提
携
し
、
ア
フ
リ
カ
の
衣

料
品
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
米

国
で
も
販
売
す
る
。

先
進
国
に
頼
ら
ず

貿
易
自
由
化
を
進
め
る
途

上
国
や
新
興
国
は
保
護
主
義

に
揺
れ
る
先
進
国
を
横
目

に
、
自
ら
の
貿
易
圏
づ
く
り

に
も
動
き
出
す
。

１７
年
１２
月

初
旬
、

エ
ジ

ェ
ー
ル
。
ア
フ

リ
カ
の
貿
易
担
当
相
が
５５
カ

国

。
地
域
に
よ
る
自
由
貿
易

圏

（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
創
設
で
合

意
し
た
。
３
月
に
も
各
国
首

脳
が
署
名
す
る
。
「
南
南
」
と

い
う
新
し
い
つ
な
が
り
だ
。

ニ
ジ

ェ
ー
ル
の
マ
ハ
マ
ド

ゥ

。
イ
ス
フ
大
統
領
は

「
一屋

用
も
な
い
、
貧
困
も
減
ら
せ

な
い
脆
弱
な
経
済
と
決
別
す

る
」
と
訴
え
た
。
陸
続
き
の

ア
フ
リ
カ
で
貿
易
障
壁
が
取

り
除
か
れ
れ
ば
経
済
は
活
性

化
す
る
。
国
連
は
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ

で
貿
易
量
は
今
よ
り
も
５２
％

増
え
る
と
は
じ
く
。

中
南
米
で
も
保
護
主
義
に

揺
れ
る
米
国
抜
き
の
貿
易
網

づ
く
り
が
進
む
。
ブ
ラ
ジ
ル

導
え
る
胃
北
の
要

自
由
貿
易
途
上
国
を
潤
す

>3

ンヽ

一　
モ
ロ

ッ
コ
に
自
生
す
る

「
ア
ル
ガ
ン
」
。
実
か
ら
抽
出
す
る

一レ

椎

耀

膳

ぽ

め

順
肝

世
界
市
場
に
売
り
込
み
を
か

た
こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
リ

け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
先
進
国
が
天

国
や
大
企
業
を
中
心
と
し

然
資
源
な
ど
の
第
１
次
産
品

な
ど
南
米
４
カ
国
に
よ
る
南

米
南
部
共
同
市
場

（メ
ル
コ

ス
ル
）
は
Ｅ
Ｕ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
を
再
開
。
チ
リ
や
メ
キ
シ

コ
な
ど
が
つ
く
る

「
太
平
洋

同
盟
」
と
の
統
合
構
想
も
浮

食

か
。

国
連
貿
易
開
発
会
議

（
Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、

途
上
国
の
世
界
貿
易
に
占
め

る
割
合
は
００
年
に
３
割
だ

っ

た
が
、

‐６
年
は
４
割
を
超
え

る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
流
れ
は
途
上
国
を
着
実

に
自
由
貿
易
の
受
益
者

へ
と

押
し
上
げ
て
い
る
。　
　
　
　

・

（
関
連
記
事
４
面
に
）

一

ヨ4ミ
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緊
急
対
策
区
域
封討
論
凶
土ハ
客
谷
〒
狩

国
が
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
で

「緊
急
対
策
区
域
」
に

区
市
町
村
の
う
ち
、
同
法
に
基
づ
き
緊
急
輸
送
道
路
を
整
備
し
た

す
る
計
画
を
作

っ
た
自
治
体
が

一
つ
も
な
い
こ
と
を
、
内
閣
府
が

ら
か
に
し
た
。
区
域
指
定
か
ら
約
３
年
９
カ
月
が
た

つ
の
に
特
措

に
、
自
治
体
か
ら
は

「国
は
説
明
不
足
だ
」
と
声
が
上
が

っ
て
い
ス

特
措
法
は
東
日
本
大
震
災
の
　
策
区
域
を
指
定
。
区
域
と
な

っ

一

例

え

ば

３

０

９

区

市

町

村

一
の
本
社
が
集
ま
る
東
京
都
心
の

被
害
な
ど
を
受
け
、
今
後
発
生

一
た
３
０
９
区
市
町
村
と
１
都
９
　
は
、

「特
定
緊
急
対
策
事
業
推

！
千
代
田
、
中
央
、
港
、
新
宿
区

が
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震

一
県
は
、
重
点
的
に
防
災
対
策
を

一
進
計
画
」
を
作
り
国
に
認
め
ら
　
は
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０
　
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体

一
れ
れ
ば
、
建
物
内
に
現
在
の
法
　
耐
震
補
修
や
、
帰
宅
困
難
者
対

１
３
年
１２
月
に
施
行
さ
れ
た
。
　

こ
と
に
地
震
に
備
え
た
対
策
計

・
律
で
認
め
ら
れ
た
以
上
の
燃
料

一
策
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
が

政
府
は
翌
１４
年
３
月
に
緊
急
対
　
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
・
を
備
蓄
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本

！
必
要
な
区
に
指
定
さ
れ
た
。
こ

郵韓加市町嘩貯韓芋い一叫”呼抑中紳報中中中珈４一韓」卵印理隼叶兜い中範

東
京
都
心
南
部
で
発
生
す
る

一　

都
防
災
計
画
課
は

「計
画
の

！
が
、
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
が

と
、
最
大
で
死
者
２
万
３
０
０
　
必
要
性
を
否
定
は
し
な
い
が
、　
一
な
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
首

０
人
、
家
屋
の
全
壊

・
焼
失
は
　
財
政
上
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
　
都
直
下
地
震
は
首
都
圏
の
ど
こ

６‐
万
棟
と
想
定
さ
れ
る
首
都
直

・
い
。
地
震
に
対
し
て
は
既
に
地
　
か
で
起
き
る
。
各
自
治
体
の
課

下
地
震
。
全
域
が
緊
急
対
策
区
　
域
防
災
計
画
な
ど
を
定
め
、
対
　
題
解
決
に
使
え
る
交
付
金
を
創

域
に
な

っ
た
が
、

「地
方
緊
急

！
策
は
進
め
て
い
る
」
と
特
措
法

一
設
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
緊
急
対

対
策
実
施
計
画
」
を
策
定
し
て

一
の
実
効
性
に
疑
間
を
呈
す
。　
　
一
策
を
推
進
す
べ
き
だ
」
と
強
調

一

い
な
い
東
京
都
は
、
そ
の
理
由

一　

明
治
大
の
中
林

一
樹
特
任
教

一
す
る
。
　

　

　

【金
森
崇
之
】

一

の
４
区
が

「首
都
中
枢
機
能
維

持
基
盤
整
備
計
画
」
を
作
れ
ば
、

！
街
の
再
開
発
な
ど
を
行
う
際
、

一
特
例
で
道
路
を
拡
幅
し
た
り
、

公
園
を
整
備
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
計

画
を
作

っ
た
自
治
体
は
な
い
。

東

京

都

港

区

の
防

災

課

は

「特
措
法
で
具
体
的
に
ど
ん
な

防
災
対
策
が
で
き
る
の
か
分
か

！
ら
ず
、
動
け
な
い
」
と
い
う
。

一　

ほ
か
に
特
措
法
に
基
づ
き
自

一
治
体
が
作
る
こ
と
が
で
き
る
計

！
画
に
は
、
１
都
９
県
が
住
宅
の

一
耐
震
化
や
防
災
施
設
整
備
な
ど

一
の
目
標
を
定
め
る

「地
方
緊
急

一
対
策
実
施
計
画
」
が
あ
る
。
し

一
か
し
ヽ
計
画
を
策
定
し
て
い
る

一
の
は
千
棄
、
神
奈
川
の
２
県
に

，
と
ど
ま
る
。
国
は
新
年
度
予
算

〓
案

に

１

０

０

０

万

円

を

計

上

十
し
、
自
治
体
が
求
め
る
支
援
策

・
の
把
握
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

丹暑|が|す|

◎
長
野

一“、「．楼／　‐／

ｉ
拘
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中
抑
わ
十
一

十一
・
　
‐
　
ッ　
サ

，　

　

　

ヽ
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ド
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．
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対
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t々め

太
陽
活
動
に
見
ら
れ
る
中
性
の
大
済
動
別
に
対
し
て
は
、
そ
の
存
在
白
体
に
対
し
疑
問
を
生
す
る

人
た
ち
が
い
る
。
「気
候
空
動
に
関
す
る
政
府
問
バ
ネ
ル

（Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

」
と
呼
ば
れ
る
、
国
連
傘
下

の
組
織
の
中
に
も
、
そ
う
し
た
人
は
お
り
、
中
世
が
気
候
の
大
温
暖
期
で
あ
り
、
現
在
よ
り
も
世
界

の
平
均
気
温
は
温
暖
で
あ

つ
た
な
ど
と
古
お
う
も
の
な
ら
、
即
座
に
否
定
さ
れ
、
研
究
者
と
し
て
の

な
ひ

や

地
位
を

々

か
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

つ
た
．

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の

「
不
都
合
な
真
実
」

Ю
世
紀
半
ば
の
１
８
５
０
年
に
、

１３
世
紀
後
半
か
ら
そ
れ
ま
で
続

い
て
い
た
小
氷
河
期
が

つ
い
に

終
息
し
た
。
そ
れ
か
ら
以
後
は
、
地
球
環
坑
は
寒
冷
化
の
状
態
か
ら
脱
却
し
、
逆
に
温
暖
化
が
進
ん

で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

２０
世
紀
半
ば
以
降
、
こ
の
温
暖
化
は
加
速
度
的
に
進
み
、
世
界
の
平
均
気
温
は

そ
れ
ま
で
に
比

べ
急
速
に
上
昇
し
た
。
こ
の
温
度
上
昇
を
線
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、
右
側
が
ほ
ぼ
直
角

に
と
非
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
形
状
に
な
ぞ
ら
え
て

ク
ホ

ツ
ケ
ー

・
ス
テ
ィ
ッ

ク
曲
線
ク
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
急
激
な
温
度
上
井
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
人
類

の
症
業
活
動
に
と
も
な
い
放
出
さ
れ
た
炭
酸

ガ
ス

（●
〇
じ

の
畜
肢
に
よ
る
も
の
だ
と

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の

が

「気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
問
バ
ネ

ル

（Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

」
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
に
は
第
４
回
目
の

評
価
報
告
苫
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
に
対
処
す
る
に
ヽ
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
政
治
や
経
済
に
関
わ
る
懸
突
も
あ

り
、
円
除
会
議
な
ど
の
場
に
お
い
て
、
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
各
国
の
合
意
を
取
り

つ
け
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。

実
際
、
２
０
０
９
年
姥
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た

「第
１５
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議

Ｃ

ｏ
Ｐ
じ

」
で
は
、
気
候
温
暖
化
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
、

つ
い
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
１１
月
１７
日
に
、
気
候
温
暖
化
を
め
ぐ
る
観
測
デ
ー
タ
収
集
と
そ
の
発
表
に
責

任
を
も

つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト

・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学

Ｇ

Ｅ
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
気
候
研

究

ユ
ニ
ッ
ト

６
中一昌
府
汗
り畳
掌

ｃ
許
）
が
保
管
す
る
電
子
メ
ー
ル
や
電
子
文
書
が
、
何
者
か
に
よ

っ
て
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
、
世
界
中
に
出
回

っ
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
世
界

の
平
均
気
温
の
急
上
昇
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
は
退
造

の
疑
問
が
あ

り
、
先
に
述

べ
た

ク
ホ

ッ
ケ
ー

・
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
ク
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
気
温
の
急
上
昇
は
存
在

し
な
い
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

ク事
件
ク
が
起
こ
り
、
先
の
気
候
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
所
長
で
あ
つ
た
フ
イ
ル

・
ジ
ョ

ー
ン
ズ

（甲
旨
Ｊｏこ

に
対
し
、
責
任
を
問
う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
１
９
５
０
年
頃
か
ら
世
界
の
平
均
気
温
に
つ
い
て

ク
ホ
ッ
ケ
ー

・
ス
テ
イ
ツ
ク
曲
線
ク
的

上
昇
を
主
張
し
て
き
た
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
エ
ア
州
立
大
学
教
授
の
マ
イ
ケ
ル

・
マ
ン

（軍

王
営
し

も
、
現
在
は
沈
黙
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

彼
と
そ
の
仲
問
た
ち
は
、
中
世
の
大
温
暖
期
の
存
在
を
否
定
し
、
温
暖
化
の
急
進
を
主
張
し
て
き

た
の
だ
が
、
こ
う
し
た

ク事
件
ク
が
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
以
上
、
今
後
ど
の
よ
う
に
身
を
処
し
、
見

解
を
発
表
す
る
の
か
、
注
目
に
値
す
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
回
で
は
こ
の
気
候
温
暖
化
を
め
ぐ

っ
て
起
こ
っ
た

醜

職
が
ヽ

一
部
を

除
い
て
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
公
に
さ
れ
な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
ま
た
、
太
陽
活
動
が
極

端
な
表
退
に
向
か
う
徴
候
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
こ
の
事
実
に
つ
い
て
も
扱
い
は
小

さ
ぃ
ょ
う
で
あ
る
。

太
陽
と
気
候
の
問
逆
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
人
々
の
関
心
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

↑
時
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、
た
し
か
に
、
世
界
の
平
均
気
淋
は
２０
世
紀
を
通
じ
て
■
昇
し
つ
づ
け
て
き
た

が
、
１
９
９
９
年
以
後
は
停
滞
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
温
暖
化
を
主
張
す
る
人
々
、
特
に

「気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
岡
パ
ネ
ル

（Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｏ

」
に
よ
る
予
測
か
ら
外
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
が
彼
ら
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
パ
ネ

ル
の
総
裁

（ｐ
ｐ３
雪
）
で
あ
る
ラ
ジ

エ
ン
ド
ラ

・
パ
チ
ヤ
ウ
リ

膏
も

生
Ξ
こ

は
、
「
タ
イ
ム

奇
貿
〕
」
誌
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
、
そ
の
返
容
に
銃
し
て
い
る

各
宮
ン【里

２
０
０
８
年
１１
月
２４

日
号
を
参
照
）。

「
ク

ラ

イ

メ

ー

ト

ゲ

ー

ト

事

件

６

軍

〕
炒
”
命
∞
仰
府

＞

野

こ

」

と

呼

ば

れ

る

、

Ｉ

Ｐ

Ｃ

Ｃ

が

地

球

温

暖

化

の
原
因
を
炭
酸
ガ
ス

〔
ｏ
じ

に
押
し
付
け
て
し
ま
お
う
と
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
メ
ー
ル
が
出
回

っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
は
本
文
で
も
ふ
れ
た
。

こ
う
し
た
い
わ
ば
、
鉄
而
皮
で
不
公
立
な
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ

（を
え
て

Ｈ２

の
先
距
に
立

っ
た
人
た

ち
は
、
現
在
も
沈
無
を
守

っ
た
ま
ま
な
の
だ
が
、
今
後
の
気
候
変
動
が
寒
冷
化
に
向
か
う
よ
う
な
事

態
が
生
じ
た
ら
、
彼
ら
は
研
究
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
弁
明
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
よ
う
な
太
陽
活
動
が
極
端
に
大
退
し
た
状
態
が
、
今
後
２０
年
、

３０
年
と
続
く
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
地
球
は
温
暖
化
ど
こ
ろ
か
、
寒
冷
化
に
転
じ
る
で
あ
ろ
う
。

1ぢ
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の

―
―
今
、
あ
ら
ゆ
る
業
界

で
技
術
の
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ

ン

（創
造
的
破
壊
）
が
起
き

て
い
ま
す
。

「
変
化
は
止
め
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
重
電
各
社
が
直
面
す

る
火
力
発
電

へ
の
逆
風
。
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
化
以
上

に
世
界
で
環
境

へ
の
意
識
が

変
わ

っ
た
。
排
出
ガ
ス
を
極

限
ま
で
抑
え
た
最
先
端
技
術

で
あ

っ
て
も
、
大
型
の
設
備

は
も
う
要
ら
な
い
。
そ
ん
な

声
が
広
が

っ
て
い
る
」

「
た
だ
世
界
中
で
金
詰
ま

り
が
起
き
た
２
０
０
８
年
の

金
融
危
機
と
違
い
、
需
要
は

消
え
て
い
な
い
。

『
ア
マ
ゾ

ン
経
済
圏
』
が
膨
張
す
る
小

売
業
界
が
典
型
だ
。
エ
ー
ズ

「郎
墳
和
回
蝉
×
「イ
眠
云
墨
及
岬
瞥

|―

― 一

理 !壁ざ総 _|
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S稔怠呂畳雪悩ざ汚醤遵恐楡
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怠増楡畳博罷偲弄謡経さ摘昼
役
置懇壇齢樫博畠硝盤途盤:
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役ヨ楔句岳↑い
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°

を
引

っ
張
り
出
す
方
法
が
変

わ

っ
た
だ
け
。
電
力
で
も

一

極
集
中
型
か
ら
分
散
型

へ
移

行
が
進
む
。
小
型
の
火
力
発

電
は
逆
に
商
機
だ
」

―
―
技
術
立
国
を
掲
げ
て

き
た
日
本
。
技
術
を
磨
け
ば
、

な
お
世
界
で
戦
え
る
と
考
え

る
日
本
人
は
多
い
で
す
。

「
高
度
成
長
期
は
技
術
を

磨
い
て
製
品
を
出
し
さ
え
す

れ
ば
皆
幸
せ
に
な
れ
た
。
そ

う
し
た
時
代
が
終
わ

っ
て
、

も
ぅ
２０
年
。
日
立
製
作
所
も

い
ま
だ

に
苦
し
ん
で

い
る

が
、
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚
ま
さ

な
い
と
」

「
顧
客
、
市
場
と
対
話
し

一
緒
に
な

っ
て
よ
い
技
術
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必

↑
、
一
回
肝

2018年洲世界:4

日立製作所会長
―

中西 宏明氏

行
き
着
く
先
、
人
は
幸
せ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

「
幸
せ
だ
と
思
う
。
技
術

革
新
は
製
品
の
価
格
を
確
実

に
下
げ
、
誰
で
も
使
え
る
よ

う
な
世
界
を
生
み
出
し
て
く

れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

課
題
を
抱
え
る
。
結
局
、
社

会
全
体
が
技
術
を
ど
う
運
用

し
て
い
く
か
、
に
か
か

っ
て

い
る
と
思
う
」

ト
フ
オ
ン

（
ス
マ
ホ
）
な
ど
　
　
―
―
少
子
高
齢
化
や
年
金

が
そ
う
だ
。
Ａ
Ｉ
ゃ
ロ
ボ

ッ
　
問
題
な
ど
、
日
本
は
先
行
き

卜
が
人
々
の
暮
ら
し
に
根
付
　
不
安
が
絶
え
ま
せ
ん
。

く
こ
と
は
、
仕
事
や
余
暇
の
　

　

「
課
題
先
進
国
の
日
本
だ

選
択
肢
が
増
え
る
メ
リ

ッ
ト

か
ら
こ
そ
、
将
来
を
見
通
す

の
ほ
う
が
大
き
い
」
　

　

　

・２
え
で
貴
重
な
ビ
ッ
グ
デ
ー

ー
ー
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ

タ
を
豊
富
に
持

つ
と
考
え
た

ッ
ト
に
つ
な
が
る
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」

い
。
デ
ー
タ
は
独
占
せ
ず
、

も
発
達
が
著
し
い
で
す
が
、
　
世
界
と
積
極
的
に
共
有
す
れ

監
視
社
会
の
強
化
に
つ
な
が

ば
い
い
。
日
本
に
は
課
題
解

り
か
ね
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
決
大
国
と
し
て
発
展
で
き
る

「
も
と
も
と
監
視
す
る
た

道
が
あ
る
。
日
本
の
技
術
力
、

め
に
進
歩
し
た
の
が
Ｉ
ｏ
Ｔ

教
育
レ
ベ
ル
は
な
お
高
い
。

で
、
Ａ
Ｉ
も
人
類
に
反
逆
す

世
界
で
戦

え
る
企
業
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ク

ロ
ー

る
。
こ
う
し
た
資
源
を
生
か

ン
技
術
は
生
命
倫
理
と
い
う

せ
ば
、
決
し
て
負
け
る
シ
ナ

リ
オ
に
は
な
ら
な
い
。
経
営

者
は

『
最
近
の
若
い
人
は
覇

気
が
な
い
』
と
嘆
く
前
に
彼

ら
が
活
躍
で
き
る
場
を
準
備

す
る
こ
と
も
大
切
だ
」

―
―
日
本
企
業
が
世
界
展

開
し
て
い
く
ぅ
ぇ
で
、
政
府

に
注
文
は
あ
り
ま
す
か
。

「
安
倍
政
権
の
最
大
の
功

績
は
各
国
ト

ッ
プ
と
フ
ラ
ン

ク
に
話
せ
る
関
係
を
築
い
て

く
れ
た
こ
と
だ
。
歴
訪
は
約

７０
ヵ
国
、
フ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
は

断
ト
ツ
で
は
な
い
か
。
こ
う

し
た
外
交
は
日
本
の
信
用
を

高
め
、
企
業
に
も
絶
好
の
機

一

会
を
与
え
る
。
や
は
り

一
国

一

の
リ
ー
ダ
ー
は
こ
ろ
こ
ろ
代

一

わ
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
」

（聞
き
手
は
阿
部
哲
也
）

革
新
の
波

止
め
ら
れ
な
い

要
だ
。
後
追
い
で
は
な
く
、

自
ら
変
化
を
起
こ
す
。
社
会

の
進
歩
を
創
造
す
る
側
に
回

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外

国
人
採
用
の
拡
大
な
ど
多
様

性
も
欠
か
せ
な
い
。
顧
客
が

世
界
に
打

っ
て
出
よ
う
と
し

て
い
る
の
に
、
日
本
人
だ
け

で
ビ
ジ
ネ
ス
の
議
論
を
し
て

い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」

―
―
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）

は
生
活
を
豊
か

に
す
る

一

方
、
人
の
仕
事
を
奪
う
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
技
術
の

口

俺

紀

／
オ

1 1970年 東大工卒。2006年

1副社長◇米子会社に転出す

|る が、09年副社長に復帰◇

110年社長、巨額赤字後のV
I字回復を主導 した。14年会

1長。71歳。


